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◆背景
日本で作られる果物、特にイチゴは形状・香り・味がとても優れているため、海外から

も高い評価を得ています。しかし、輸送をすると湿気や衝突で果肉が傷んでしまい品質が
低下するという問題があります。この問題に対し、容器の改良が検討されていますが、接
触(果物同士、果物と容器接触)を抑えようとすると、容器内に空きスペースが増えてしま
い、運搬コストが高くなるといった新たな課題が生まれていました。

輸送中のイチゴの痛みを防ぐだけでなく、高級感も演出できる新規果物輸送用容器のご紹介です。

◆発明概要
本発明はイチゴを輸送する際、傷みを抑えて品質の低下を防ぎ、かつ製造コストを低減

することを実現した包装容器です。中空の容器にストッキング素材の紐やネットを張り巡
らせることで、果物からでる水分はネット下に落としつつ、宙に浮かせたまま保持するこ
とができるようにしました。これによって従来の容器等との接触による傷みの予防に加え
、果物から出るわずかな水分との接触による傷みを予防する事ができます。さらに、ネッ
トのサイズや紐の張力をアレンジできる事から意匠に富んだ輸送用容器を作成する事が可
能であることに加えて、従来の包装容器と比較して製造・輸送コストの低減も可能です。

◆実験概要

◆応用が期待される分野

・果物輸送用容器

Fig.1 本発明概略図
中空のプラスチック容器の中心か
ら放射状に仕切りを設置し、この
上にストッキング素材のネットを
張る。イチゴから出るわずかな水
分をネット下に落とし、水分との
接触による傷みを防ぐことができ
る。また、最も傷みやすい先端部
分が容器に衝突する事を防ぐこと
ができる。

長距離輸送による果物の傷み、水分との接触による傷みも低減！

製造・輸送コストの低減！

デザインが容易に変更可能！
→顧客ターゲットに合わせた輸送容器が作成可能

Fig.2 本技術を用いたパッケージング例
中空容器の形状やネットの色や配置、イチゴの配置などを自由に変更できる事から
、意匠に富んだデザインが可能となるため、高級感などを付与する事もできる。

◆研究状況

・イチゴでの検討済み。他の
果物に対しても適用可能。
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千葉大学
学術研究・イノベーション推進機構
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千葉市稲毛区弥生町1-33
TEL: (043)-290-3831
E-mail: 
beo3566@office.chiba-u.jp
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(57)【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 中 心 部 か ら 放 射 状 に 突 起 の あ る 中 空 容 器 と 、 前 記 中 空 容 器 の 内 部 か つ 前 記 突 起 の 上 に 張

っ た ネ ッ ト と を 備 え 、 前 記 突 起 の 高 さ が 前 記 中 空 容 器 の 中 心 部 か ら 周 囲 に 向 か う に 従 っ て

徐 々 に 低 く な り 、 前 記 ネ ッ ト 上 に 配 置 さ れ た 果 物 が 前 記 中 空 容 器 に 接 触 し な い よ う に 配 置

さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 果 物 輸 送 用 容 器 。

【 請 求 項 ２ 】

　 中 空 容 器 の 下 半 分 で あ る 容 器 本 体 と 、 前 記 容 器 本 体 の 内 部 に 張 っ た ネ ッ ト と 、 前 記 容 器

本 体 の 内 部 に 張 っ た ネ ッ ト の 下 に 配 置 し た 線 状 部 材 又 は 突 起 と 、 前 記 中 空 容 器 の 上 半 分 で

あ る 蓋 に 張 ら れ た ネ ッ ト 又 は フ ィ ル ム と 、 を 備 え 、 前 記 容 器 本 体 の 内 部 に 張 っ た ネ ッ ト 上

に 配 置 さ れ た 果 物 が 前 記 中 空 容 器 に 接 触 し な い よ う に 前 記 容 器 本 体 の 内 部 に 張 っ た ネ ッ ト

と 前 記 蓋 に 張 ら れ た ネ ッ ト 又 は フ ィ ル ム の 間 に 挟 み 込 め る こ と を 特 徴 と す る 果 物 輸 送 用 容

器 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 果 物 が 苺 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 果 物 輸 送 容 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 果 物 輸 送 用 容 器 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 苺 等 の 腐 食 し や す く 、 傷 つ き や す

い 果 物 を 輸 送 す る た め の 容 器 に 適 し た も の で あ る 。
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【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 我 が 国 の 苺 は 、 大 粒 で 甘 み が 強 く 、 海 外 で も 高 く 評 価 さ れ て い る 。 し か し 、 特 に 苺 を 長

距 離 に 渡 り 輸 送 す る 場 合 、 苺 が 傷 ん で し ま う と 商 品 価 値 が 著 し く 低 下 し て し ま う と い う 課

題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 非 特 許 文 献 １ に は 、 「 ゆ り か ー ご 」 と い う 苺 用 容 器 が 記 載 さ れ て い る 。 「 ゆ り か ー ご 」

は 、 柔 ら か い フ ィ ル ム 素 材 の 窪 み に 苺 を 入 れ 、 宙 づ り 構 造 で 、 振 動 を 緩 和 し 、 擦 れ 傷 の 防

止 を 図 っ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 非 特 許 文 献 ２ に は 、 「 フ ル テ ク タ ー 」 と い う イ チ ゴ 品 質 保 持 容 器 が 記 載 さ れ て い る 。 「

フ ル テ ク タ ー 」 は 、 ポ リ エ ス テ ル で 作 っ た 緩 衝 材 に 窪 み を 作 り 、 苺 を 置 き 、 上 部 か ら 伸 縮

性 フ ィ ル ム で 挟 み 込 む こ と で 、 上 下 方 向 の 振 動 だ け で な く 、 横 方 向 の 振 動 に 対 し て も 苺 が

動 か な い よ う に す る こ と で 品 質 の 保 持 を 図 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 非 特 許 文 献 ３ に は 、 「 フ レ シ ェ ル 」 と い う イ チ ゴ 用 容 器 が 記 載 さ れ て い る 。 「 フ レ シ ェ

ル 」 は 、 最 も 硬 い 部 分 の 果 底 部 と 茎 で 苺 を 保 持 し 、 柔 ら か い 部 分 に は 一 切 接 触 す る こ と が

な く 、 接 触 に よ る 果 肉 の 劣 化 を 図 っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 http://w w w.osk.co.jp/product/release.html

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 非 特 許 文 献 ２ 】 http://w w w.tokan.co.jp/ntp/product/ichigo.html

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 非 特 許 文 献 ３ 】 http://special.nikkeibp.co.jp/NBO/businessfarm/agribusiness/04/

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 容 器 は 、 輸 送 中 の 揺 れ で 苺 が 、 フ ィ ル ム に 窪 み を 作 る た め に 必 要

な 突 起 部 分 に 接 触 し 、 傷 む 。 ま た 、 柔 ら か い フ ィ ル ム 素 材 の 通 気 性 が 悪 く 、 フ ィ ル ム の 底

に 水 分 が 溜 ま り 、 苺 の 腐 食 を 促 進 し て し ま う と い う 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 非 特 許 文 献 ２ の 容 器 は 、 苺 の 動 き を 止 め 、 苺 の 傷 み を 抑 え る こ と が で き る が 、 パ ッ ケ ー

ジ 自 体 の コ ス ト が 高 く な る と い う 課 題 が あ る 。 ま た 、 容 器 内 に 無 駄 な ス ペ ー ス が 多 く 、 輸

送 す る 際 に コ ス ト が か か る と い う 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 非 特 許 文 献 ３ の 容 器 は 、 高 級 苺 を 一 つ ず つ 包 装 す る 容 器 で あ る た め 、 複 数 の 苺 を 輸 送 す

る 場 合 、 大 き な コ ス ト が か か る と い う 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み 、 果 物 の 輸 送 の 際 の 傷 み を 抑 え 、 製 造 コ ス ト を 抑 え た

果 物 輸 送 用 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 一 つ の 観 点 に よ れ ば 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 果 物 輸 送 用 容 器 を 、 中 空 容

器 と 、 前 記 中 空 容 器 の 内 部 に 張 っ た ネ ッ ト と 、 前 記 ネ ッ ト の 下 に 配 置 し た 線 状 部 材 と を 備

え る も の と し た 。 果 物 の 種 類 と し て は 、 特 に 腐 食 し や す く 傷 み や す い 苺 が 適 し て い る 。 ま

た 、 前 記 線 状 部 材 を 、 前 記 中 空 容 器 の 中 央 か ら 放 射 状 に 配 置 す る と 高 級 感 が 演 出 で き て 、

好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 観 点 に よ れ ば 、 果 物 輸 送 容 器 を 、 中 空 容 器 と 、 前 記 中 空 容 器 の 内 部

に 張 っ た ネ ッ ト と 、 前 記 ネ ッ ト 上 に 配 置 さ れ た 果 物 が 前 記 中 空 容 器 に 接 触 し な い 位 置 に 保

持 す る 保 持 部 材 と を 備 え る も の と し た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 観 点 に よ れ ば 、 果 物 輸 送 用 容 器 を 、 中 空 容 器 と 、 前 記 中 空 容 器 の 内

部 に 張 っ た ネ ッ ト と 、 前 記 ネ ッ ト 上 に 配 置 さ れ た 果 物 が 前 記 中 空 容 器 に 接 触 し な い 位 置 に

保 持 す る 保 持 部 材 と を 備 え る も の と し た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 観 点 に よ れ ば 、 果 物 輸 送 用 容 器 を 、 中 心 部 か ら 放 射 状 に 突 起 の あ る

中 空 容 器 と 、 前 記 中 空 容 器 の 内 部 に 張 っ た ネ ッ ト と を 備 え る も の と し た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 観 点 に よ れ ば 、 果 物 輸 送 用 容 器 を 、 中 心 部 か ら 放 射 状 に 突 起 の あ る

中 空 容 器 と 、 前 記 中 空 容 器 の 内 部 に 張 っ た ネ ッ ト と を 備 え 、 前 記 突 起 が 、 前 記 ネ ッ ト 上 に

配 置 さ れ た 果 物 が 前 記 中 空 容 器 に 接 触 し な い よ う に 配 置 さ れ た も の と し た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 果 物 の 傷 み を 抑 え 、 製 造 コ ス ト を 抑 え た 果 物 用 容 器 を 提 供 す る こ と が

で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 試 作 品 の 一 部 の 写 真 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 試 作 品 の 写 真 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ の 試 作 品 の 写 真 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 試 作 品 の 写 真 （ そ の １ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 試 作 品 の 写 真 （ そ の ２ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 試 作 品 の 写 真 （ そ の ３ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 試 作 品 の 写 真 （ そ の ４ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 試 作 品 の 概 略 （ そ の １ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 試 作 品 の 概 略 （ そ の ２ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の 試 作 品 の 概 略 （ そ の ３ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の 試 作 品 の 写 真 （ そ の １ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の 試 作 品 の 写 真 （ そ の ２ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の 試 作 品 の 写 真 （ そ の ３ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の 写 真 （ そ の ４ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の 概 略 （ そ の １ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の 概 略 （ そ の ２ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の 概 略 （ そ の ３ ） を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る が 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 以 下 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も

の で は な い 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 実 施 例 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 中 空 の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 １ の 下 半 分 に 一 定 の

張 力 を か け た 線 状 部 材 ２ を 張 り 、 そ の 上 に 柔 ら か い ネ ッ ト （ 網 ） ３ を 張 る 。 苺 （ 図 示 せ ず

。 ） は 、 線 状 部 材 と 線 状 部 材 の 間 に 配 置 す る 。 プ ラ ス チ ッ ク 容 器 １ の 上 半 分 に は 、 下 部 と

同 じ く 柔 ら か い ネ ッ ト ４ を 張 り 、 苺 を 上 下 か ら 柔 ら か い ネ ッ ト 素 材 で 挟 む 構 成 と な っ て い

る 。 本 実 施 例 は 柔 ら か い ス ト ッ キ ン グ タ イ プ の ネ ッ ト 素 材 を 苺 の 容 器 に 利 用 し 、 ま た 衝 突
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に よ る 傷 み の 原 因 と な っ て い た 苺 を 仕 切 る た め の プ ラ ス チ ッ ク の 突 起 部 分 を 失 く す こ と に

よ り 、 硬 い プ ラ ス チ ッ ク 部 分 に ぶ つ か っ て 傷 ん で し ま う と い う 課 題 を 解 決 し た 。 本 実 施 例

で は 、 平 行 四 辺 形 に 紐 （ 線 状 部 材 ） を 張 り 、 苺 を 交 互 に 配 置 で き る 。 仮 に 線 状 部 材 が な か

っ た と す る と 、 ネ ッ ト 素 材 の 中 央 部 に 苺 を 配 置 し た 場 合 、 苺 の 重 さ で ネ ッ ト 素 材 が 変 形 し

、 苺 が 硬 い 容 器 に 接 触 し 、 接 触 部 か ら 苺 の 腐 食 が 進 ん で し ま う お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 本

実 施 例 で は 、 苺 を 宙 に 浮 か せ た ま ま 保 持 す る た め に 、 中 空 容 器 に 線 状 部 材 を 張 っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 線 状 部 材 ２ は 、 例 え ば 紐 、 糸 、 ピ ア ノ 線 、 金 属 ワ イ ヤ ー 等 で 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る

が 、 線 状 で あ り 、 容 器 中 心 部 に 配 置 し た 苺 が 、 容 器 に 直 接 接 触 し な い よ う に 宙 に 浮 い た 状

態 で 保 持 で き る も の で あ れ ば 、 こ れ ら の 素 材 に 限 ら な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 容 器 １ の 材 料 は 、 現 在 の 苺 輸 送 用 容 器 で 多 く 使 用 さ れ て い る プ ラ ス チ ッ ク で も 良 い し 、

段 ボ ー ル 紙 で も 、 発 砲 ス チ ロ ー ル で も か ま わ な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ２ は 、 本 実 施 例 の 試 作 品 の 一 部 （ 下 の 部 分 ） の 写 真 を 示 す 図 で あ る 。 ２ １ は 、 本 物 の

苺 で は な く 、 粘 土 に ア ル ミ ホ イ ル を 巻 い て 作 成 し た 苺 を 模 擬 し た も の （ 模 擬 苺 ） で あ り 、

苺 と 同 様 の 形 状 、 大 き さ 、 重 さ と な る よ う に 作 成 さ れ て い る 。 図 ２ の 線 状 部 材 ２ は 、 紐 で

構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 実 施 例 の 特 徴 を 整 理 す る と 、 本 実 施 例 で は 、 輸 送 時 の 揺 れ に よ っ て 容 器 の 上 面 と 下 面

に 苺 が 衝 突 し 、 苺 が 傷 む の を 防 ぐ た め に 、 苺 を 固 定 す る 際 の 素 材 と し て 柔 ら か く 通 気 性 の

あ る ス ト ッ キ ン グ 素 材 で 上 下 か ら 苺 を 挟 み 込 ん で い る 。 ま た 、 紐 の 張 力 を 利 用 し 、 苺 を 個

別 に 配 置 で き る よ う な 仕 切 り を 作 っ て い る 。 ハ ン モ ッ ク の よ う な 構 造 の 苺 輸 送 容 器 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 従 来 技 術 に 対 す る 本 発 明 の 効 果 に つ い て 以 下 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 非 特 許 文 献 １ の 容 器 の 課 題 で あ る 、 突 起 部 分 を な く す こ と が で き 、 苺

が 接 触 す る 部 分 を な く す こ と が で き る 。 さ ら に ネ ッ ト 素 材 を 利 用 す る こ と で 、 通 気 性 を 高

め 、 苺 の 腐 食 の 進 行 を 防 ぐ 効 果 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 非 特 許 文 献 ２ の 容 器 の 課 題 で あ る コ ス ト 面 に つ い て は 、 非 特 許 文 献 ２ の 容 器 で は 、 容 器

の サ イ ズ に 対 し て 苺 の 収 容 量 が 少 な く 、 ス ペ ー ス 削 減 が 出 来 な い た め コ ス ト が 掛 か っ て し

ま っ て い た が 、 こ の 「 ス ト ッ キ ン グ 素 材 を 用 い た 苺 の 輸 送 用 容 器 」 は プ ラ ス チ ッ ク の 突 起

の 仕 切 り を 使 わ ず ス ペ ー ス を 削 減 す る こ と で よ り 低 コ ス ト で の 製 造 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 非 特 許 文 献 ３ の 容 器 の 課 題 で あ る 、 輸 送 す る 個 数 に 関 し て も 、 本 発 明 の 苺 輸 送 容 器 は 、

ネ ッ ト の サ イ ズ や 紐 の 張 力 を 調 整 す る こ と で 、 様 々 な サ イ ズ の パ ッ ケ ー ジ に 応 用 可 能 で あ

る こ と か ら 、 複 数 個 輸 送 す る パ ッ ケ ー ジ と し て 有 効 で あ る と い え る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 概 略 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ の 左 の 図 は 容 器 を 開 け た 状 態 、

図 ３ の 右 の 図 は 容 器 を 閉 じ た 状 態 を 示 し て い る 。 実 施 例 １ と 同 じ 部 分 は 、 説 明 を 省 略 す る

。 ３ １ は 、 苺 で あ る 。 実 施 例 １ で は 、 線 状 部 材 を 平 行 四 辺 形 状 に 張 っ て い る が 、 本 実 施 例

で は 、 中 空 容 器 の 中 央 か ら 放 射 状 に 線 状 部 材 ２ を 張 っ て い る 。 放 射 状 に 線 状 部 材 ２ を 張 る

と 、 ケ ー キ の デ コ レ ー シ ョ ン の よ う に 高 級 感 を 演 出 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 試 作 品 の 写 真 を 示 す 図 で あ る 。 実 施 例 １ と 同 じ 部 分 は 、 説

明 を 省 略 す る 。 本 実 施 例 が 実 施 例 １ と 異 な る 点 は 、 実 施 例 １ で は 線 状 部 材 ２ を 紐 を 張 っ て
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構 成 し て い る が 、 本 実 施 例 で は 、 線 状 部 材 ２ を 、 六 角 形 の 辺 状 に 、 プ ラ ス チ ッ ク の シ ー ト

状 あ る い は フ ィ ル ム 状 に 形 成 し 、 苺 を 配 置 す べ き 場 所 に 穴 を 開 け て い る 点 で あ る 。 本 実 施

例 の 構 成 で も 、 苺 を 硬 い 容 器 に 接 触 さ せ ず 、 宙 に 浮 い た 状 態 で 保 持 し 、 傷 み を 抑 え る こ と

が で き る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ５ は 、 実 施 例 ４ の 試 作 品 の 写 真 を 示 す 図 で あ る 。 実 施 例 １ と 同 じ 部 分 は 説 明 を 省 略 す

る 。 図 ５ が 実 施 例 １ と 異 な る 点 は 、 実 施 例 １ は 、 線 状 部 材 ２ を 中 空 容 器 状 に 配 置 し て い る

が 、 本 実 施 例 に は 線 状 部 材 ２ を 配 置 せ ず 、 線 状 部 材 ２ の 代 わ り に 中 空 容 器 １ の 内 部 の 所 定

の 位 置 に 、 突 起 状 の 保 持 部 材 ５ １ を 配 置 し 、 保 持 部 材 ５ １ の 間 に 苺 を 配 置 す る こ と に よ り

、 苺 が 容 器 に 接 触 し な い で 宙 に 浮 い た 状 態 で 保 持 し て い る 点 で あ る 。 本 実 施 例 の よ う に 、

線 状 部 材 ２ を 張 ら な く て も 、 保 持 部 材 ５ １ を 中 空 容 器 の 内 部 の 適 切 な 位 置 に 配 置 す る こ と

に よ っ て 、 苺 の 傷 み を 抑 え る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ５ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

図 ６ か ら 図 ９ は 、 実 施 例 ５ （ サ ン プ ル １ ） の 試 作 品 の 写 真 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ０ か ら 図

１ ２ は 、 実 施 例 ５ の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。 実 施 例 ２ と 同 様 に 、 中 心 部 か ら 放 射 状 に 仕 切 り

７ １ を 備 え た 容 器 だ が 、 突 起 部 分 ７ ２ が 下 面 一 体 の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 で は な く 、 厚 手 の 紙

を 使 用 す る こ と で よ り 軟 質 な 仕 切 り ７ １ を 作 っ て い る 。 具 体 的 に は 画 用 紙 等 に 切 り 込 み を

入 れ 内 側 に 折 り 込 む こ と で 苺 ７ ３ を 配 置 す る 空 間 を 作 っ て い る 。 突 起 部 分 ７ １ の 上 に 、 柔

ら か い ネ ッ ト ３ を 張 っ て い る 。

【 実 施 例 ６ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 発 明 の 実 施 例 ６ （ サ ン プ ル ２ ） は 、 図 １ ３ か ら 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 中 空 の プ ラ ス チ

ッ ク 容 器 １ の 下 半 分 に 中 心 部 ７ ４ か ら 放 射 状 に 突 起 ７ ２ を 備 え 、 そ の 上 に 柔 ら か い ネ ッ ト

（ 網 ） ３ を 張 る 。 苺 ７ ３ は 、 突 起 と 突 起 の 間 に 配 置 す る 。 プ ラ ス チ ッ ク 容 器 １ の 上 面 に お

い て は 、 軟 質 の フ ィ ル ム や 緩 衝 材 等 に よ っ て 固 定 し 、 苺 の 位 置 が ず れ て し ま う の を 防 ぐ 。

本 実 施 例 は 柔 ら か い ス ト ッ キ ン グ タ イ プ の ネ ッ ト 素 材 ３ を 苺 の 容 器 に 利 用 し 、 ま た 苺 を 円

形 に 配 置 し 、 各 苺 を ヘ タ に 近 い 位 置 で 均 等 に 固 定 す る こ と で 、 苺 の 最 も 傷 み や す い 先 端 部

が 容 器 の 突 起 部 分 に 衝 突 し て し ま う と い う 課 題 を 解 決 し た 。 ま た 苺 を 円 形 に 配 置 す る こ と

で ケ ー キ の デ コ レ ー シ ョ ン の よ う に 高 級 感 を 演 出 す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 、 突 起

部 ７ ２ が 容 器 １ と 一 体 に な っ て 形 成 さ れ て い る と こ ろ が 特 徴 の 一 つ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 仮 に 中 心 部 か ら 放 射 状 に 突 起 し た 部 分 が な か っ た と す る と 、 ネ ッ ト 素 材 の 中 央 部 に 苺 を

配 置 し た 場 合 、 苺 の 重 さ で ネ ッ ト 素 材 が 変 形 し 、 苺 が 中 心 に 沈 み 込 み 、 接 触 部 か ら 苺 の 腐

食 が 進 ん で し ま う お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 本 実 施 例 で は 、 苺 を 宙 に 浮 か せ た ま ま 保 持 す る

た め に 、 中 空 容 器 １ に 放 射 状 の 突 起 ７ ２ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 実 施 例 で は 、 苺 を 個 別 に 配 置 で き る よ う な 仕 切 り を 作 る こ と で 、 苺 同 士 が ぶ つ か っ て

腐 食 す る の を 防 い で い る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 上 面 容 器 を な く し 、 苺 を 収 容 す る た め 、

ス ペ ー ス を 削 減 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 実 施 例 １ か ら 実 施 例 ６ の 試 作 品 を 比 較 し た と こ ろ 、 実 施 例 ６ の 試 作 品 が 最 も 苺 同 士 の 接

触 を 防 止 す る 効 果 が 高 く 、 苺 の 腐 食 、 傷 み を 防 止 す る こ と が で き た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 は 、 果 物 輸 送 容 器 と し て 産 業 上 利 用 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

１ 　 中 空 容 器
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２ 　 線 状 部 材

３ 、 ４ 　 ネ ッ ト （ 網 ）

２ １ 　 模 擬 苺

３ １ 　 苺

５ １ 　 保 持 部 材

７ １ 　 仕 切 り

７ ２ 　 突 起 部

７ ３ 　 苺

７ ４ 　 容 器 中 心 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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